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フランスのストラスブールは戦争によってドイツになったり, フランス
になったりする都市ですが, ボージュ山地から切り出した赤い石のキャテ
ドラルを中心にした市街には, 今, 12月, 屋台がひしめき, 夜の間, 町中
をイリュミネーションが華やかに照らし出して, 運河までもが凍てつくよ
うな寒夜であっても人びとで賑わい, さながら ｢クリスマスの首都｣ に変
貌します｡ そこにあるストラスブール大学はゲーテやシュヴァツアーが学
んだ大学ですが, アラゴンの作詞したその校歌には, ｢教えるとは希望を
語ること, 学ぶとは誠実を胸に刻むこと Enseigner c’est dire 	

Etudier ｣ という有名な一節があります｡ 三人の先生をお送りする
ための文章を書くために筆を執って, なぜかその一節がふと思い浮かびま
した｡ 私自身, 生ぬるい社会に恩恵を受けて漫然と日々を過ごしていなが
ら, 学生たちに不安と絶望をしか語っていないのではないか, 学生たちと
ともに学びつつ, 誠実さを忘れることがしばしばあるのではないかと, 反
省しきりなのですが, 三人の先生方を近くで拝見していて, そのような懸
念がまったくない方たちだと心底から考えるからです｡
清水真一先生は, 1976年10月に, 桃山学院大学経済学部に助手として採
用された後, 1989年４月, 文学部が発足すると同時に文学部に移られ,
― ―1
国際教養学部長 梅 山 秀 幸
献辞
三先生をお送りする
2008年４月に文学部が国際教養学部に改組してのちの今日まで, 42年の長
きにわたって, 本学において教鞭を執って来られました｡ 大学も桃山学院
大学を卒業されていますから, 半世紀近くを桃山で過ごされたことになり
ます｡ その間, 若いころには数次にわたって, インドネシアで行われる国
際ワークキャンプに学生たちを引率されています｡ この国際ワークキャン
プは現在でも継続して行われ, 学内での勉強だけではなく, 学外での, し
かも海外でのボランティア活動を経験させることによって, 学生たちが人
間として飛躍的に成長し, しっかりとした世界観をもつきっかけを与え続
けています｡ 本学の他に誇っていい貴重なプログラムであるといっていい
と思いますが, その礎を作るのに大きな貢献をなされたことになります｡
そうしたボランティア活動の指導を積極的に行われた背景には先生が敬虔
な聖公会の教徒でいらっしゃることがあると推測されますが, 2000年代に
入ってキリスト教センター長を三度, 計六年にわたって, 勤められました｡
入学式や卒業式のセレモニアルな場面での先生のケープ姿は実にお似合い
でした｡
ご専門は英語学および英語教育学ということになりますが, その研究は,
人間は言語によって思考するという基本を踏まえて, そのシンタックス論
は極めて思弁的かつ論理的なものです｡ なにものにも優先することばの重
さについての認識は, 『聖書』 の ｢太初にことばありき｣ に由来するもの
なのかも知れません｡ しかし, 一見して難解な所論の中にも, 先生の温か
いヒューマニズムがあふれていて, 山川偉也本学名誉教授との共著の 『論
理開眼―事物ノ理ヲ論ラフ学ヒトシテノ論理学』 の中のいくつかの論考に
は先生の真価がいかんなく発揮されています｡
国松先生は1990年, 桃山学院大学文学部に赴任され, それから28年のあ
いだロシア語および文学の講座を担当されました｡ その間, 各種委員を担
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当して, 大学内のさまざまな業務を, 持ち前の慎重さと緻密な事態の分析
力でもっていささかの過誤もなくこなされました｡ 特に2005年４月から２
年間は文学部長として学部改革に尽くされ, のちの国際教養学部への改組
へ道筋をつけられ, また2012年４月からの２年間は文学研究科の長として,
これもまた大学院改革に当たられました｡ 紛糾した議論の中にあっても,
いささかも声を荒らげられることもなく, さまざまな事案について冷静に
かつ誠実に対処された姿勢については常に感嘆の念を覚えたものです｡
｢薫陶｣ とは香りを染めた粘土を焼成した陶器をいうようですが, 高名な
学者の家庭に薫陶を受けられたその薫り高い風儀は, 私どもが一夕に真似
をしようにも真似のできるものはありません｡
ところが, ご専門はその春風駘蕩たるご様子からは思いもつかない, ド
ストエフスキーであるのは, 実はその内面には深く秘された情念のような
ものの存在を感じずにはいません｡ 賭博好きで幼女趣味の, 性格破綻者と
いうしかないドストエフスキーとは, 国松先生はいっさい共通点をお持ち
にはなっていないように思われますが, 時折うかがった 『カラマーゾフの
兄弟』 のお話にはどきりとさせるものが鋭い指摘がありましたし, ｢おと
なしい女｣ ｢おかしな男の夢｣ といった小品の鑑賞にも, 先生の個性がい
かんなく発揮されていました｡ 先生は同じ年代を同じ大学で過ごしたとい
う親近感からか, 村上春樹の熱心な読者でもあり, 新刊の書物も発売と同
時にすでに読まれていて, 一度その話を始められると, 時のたつのを忘れ
て話し込まれたのが, 懐かしく思い出されます｡ 村上春樹の主人公はなか
なか青年期を脱しませんが, 国松先生も永遠に青年のままでいらっしゃる
のだろうと思います｡
ダリオ・ゴンザレス先生も同じく1990年に本学文学部に赴任され, 28年
のあいだスペイン語とラテン・アメリカの文化について講座をもっていた
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だきました｡ ラテン語ももっていただいた時期があるようですが, それが
なくなったのは, ヨーロッパの大学がそもそもラテン語の学習を中心にお
いていたことを考えると, あるいは惜しむべきことであったかもしれませ
ん｡ ゴンザレス先生には長らく学生生活委員を務め, 学生祭などの行事に
はほとんど皆勤でさまざまな仕事に取り組んでいただきました｡ 教授会で
は教務事項は熱心に議論されるのに, 学生課の事項については, それほど
の時間が割かれません｡ 学生の喫煙マナーについての報告がなされている
のに, 他の先生方が耳を傾けていない様子を見て, 大声で叱責なさったこ
とが思い出されます｡
多くは陰鬱な気質をもつ日本人大学教員の中にあって, 陽性の性格をお
持ちである先生は居心地の悪い思いをなさることも多くあったのではない
かと推測されます｡ しかし, それをおくびにもださず, 長いあいだ, 私ど
もと付き合い, 勤め上げられました｡ 若い感受性を持つ学生たちがそのこ
とは感じ取っていて, 先生は学生たちには人気者で, 研究室からは常に学
生たちの歓声が聞こえ, ゼミは活況を呈し, 講義も多数の学生が受講して
いました｡ 先生の略歴を拝見して, 先生はまた音楽家でもいらっしゃった
ことに改めて気づかされましたが, 後悔は先に立たず, 作曲家としてまた
声楽家としての先生の真価を大学で発揮していただく機会がもてなかった
ことが今になって悔やまれてなりません｡
三人の先生方とは, 毎週のように顔を合わせるということは, これから
はなくなりますが, 研究者として定年なさるわけではありません｡ この
『人間文化研究』 はいつでも紙面を空けておきますので, 先生方のご投稿
を歓迎いたします｡ 末永くご健勝で, 桃山学院大学国際教養学部とこの人
間文化学会の行く末をお見守りください｡
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